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§１．研究成果の概要 

 

磁気スキルミオンを用いた演算機能の実現のため、主にスキルミオン材料の最適化を行った。

特に低ダンピング特性を有する Ir/CoFeB/W ヘテロ接合の作製を行い、電流による高効率なスキ

ルミオン充填、および電流駆動を確認した。電流駆動に伴うスキルミオンホール効果は従来素子

に比べて極めて大きく、超薄膜ヘテロ接合における異方性やピニング等の磁気的不均一性との関

連を再検討する必要がある。 
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